










〔要約〕今年度は,昨年度に引き続き,新生児スクリーニング・神経芽細胞腫スクリーニン

グについて,システムの問題,スクリーニング技術の問題を分けて,研究協力者に検討をお

願いした。新生児スクリーニングシステムに関しては,各地区のスクリーニングテストを実

施する技術部門と,発見された患者の診断治療を依頼される,小児科医部門を中心とした臨

床医との連携の問題が重要な検討課題であり,また広義の精度管理の問題も今年度の重要

検討課題の一つである。神経芽細胞腫スクリーニングに関しては,発見もれ対策が 1つの課

題であり,さらに,スクリーニングで発見された患者について,一部に自然消失を示す腫瘍

をもつ者が含まれている可能性があるのではないかとの疑問について答えることも当面の

大切な研究である。スクリーニング技術の問題としては,新しい PKU 法の開発研究,クレチ

ン症の TSH 測定技術の問題先天性副腎過形成については,試薬の改良の問題などが検討さ

れた。神経芽細胞腫の場合,技術的なこととしては,VMA,HVA のモノクローナル抗法による

ELISA の導入の可否が大切な課題となって来た。上記の問題について,各協力者の研究の重

点を紹介し,来年度に向けて,問題点の整理することとする。 


